
-70-

きべりはむし，47 (2)，2024．

奄美大島での記録も含め，本種はもともと国内には分
布せず，すべて国外からの移入に由来するものであり，
本州のいくつかの地点では定着するに至ったと考え
られるようになった（Shinohara, 2022）．なお同属の
別種 Eriotremex quadricincrus も兵庫県で採集されてい
るが（Paratype），他の既知の分布地（台湾，与那国
島，石垣島）からは隔絶されているため，兵庫の記録
は偶産であった可能性が指摘されている（Shinohara, 
2022）．

1988 年 倉 敷 市 の 標 本 は Eriotremex yamasakii 
Togashi, 1990（ニセタイワンヒラアシキバチ）の名で
記載されたが，これは後に Shinohara （2022）により
本種のシノニムとされ，吉田（2014）が三田市から
ニセタイワンヒラアシキバチとして報告した標本も
Shinohara (2022) により検討され，本種であること
が確認されている．上郡町は yamasakii の名で報告さ
れた 2 標本の産地，倉敷市と三田市のほぼ中間に位
置するが，今回上郡町で得られた標本には yamasakii

的な特徴（頬に紋をもち，腹部第 6 節に黄帯をもつ，等）
は認められなかった．
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図 1：タイワンヒラアシキバチ♀（背面）．
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（Hideo OGAI　兵庫県上郡町）

洲本市でハネビロトンボを採集

島岡 優
兵庫県洲本市でハネビロトンボを採集したので報告

する．
1ex.，兵庫県洲本市三熊山ドライブウェイ，17. VIII. 2024，筆

者採集・保管（図）

正午ごろ三熊山ドライブウェイの歩道を歩いていた
ら，ウスバキトンボの群れの中にまぎれてハネビロトン
ボがいた．採集した個体は，翅がまだ柔らかかったこと
から未成熟と考えられる．

最後に，発表を勧めていただいた八木剛氏（兵庫県
立人と自然の博物館）にお礼申し上げる．

（Yu SHIMAOKA　NPO 法人こどもとむしの会）

図．洲本市で採集したハネビロトンボ．




